


  

  （教育研究上の目的） 
第３条の２ 本学では，教養教育と専門教育の有機的連携を図り，社会情勢の変化に的確に対応する 

ために必要な課題探求・解決能力を育成すること及び社会の形成に主体的に参画するために必要な 
豊かな人間性を涵養することを基本に，教育研究を行う。 

２ 本学の学科及び専攻課程の教育研究上の目的を，前項の基本方針に従い次の表のとおり定める｡  

課  程 学科及び専攻課程 目         的 

 

第 一 部 

 

（昼間課程） 

 

文 学 科 

 文学，言語及び文化を学ぶことを通して，豊かな 

文学的感性，柔軟な思考力，的確な表現力を有し， 

多様化した社会で活躍できる人材を育成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語日本文学専攻 

  日本語学，日本文学，中国文学及び日本語教育を学

ぶことを通して，日本語に関する知識と表現力，文学

を深く解釈し，鑑賞する能力，日本や東アジアの社会

と文化に関する知識と理解を有し，多様化した地域社

会で活躍できる人材を育成すること。 

 

英 語 英 文 学 専 攻 

 英語運用能力と豊かな教養を有し，多様化した国際

社会に対応できる人材を育成すること。 

 

 

生 活 科 学 科 

 衣・食・住を中心とする生活全般を対象とした実践 

的な専門知識と技能の習得を通して，柔軟な思考力 

及び判断力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成 

すること。 

 

 

 

食 物 栄 養 専 攻 

 食物及び食生活についての幅広い科学的知識と専門 

的知識の習得を通して，健康の維持増進のための実践 

的能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成する 

こと。 

 

生 活 科 学 専 攻 

 衣及び住を中心とする生活全般に関わる専門知識の

習得を通して，生活に関わる事象を科学的に分析・理

解する能力及び質の高い生活環境をデザインする能力

を有し，地域社会に貢献できる人材を育成すること。 

 

商 経 学 科 

 広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と 

運動を研究し，情報処理の技法習得を通して，柔軟な 

思考力と企画力を有し，地域に貢献できる人材を育成 

すること。 

  

経 済 専 攻 

 経済・社会の理論を学び，地域社会及び産業の分析 

を通して，地域の課題を発見する能力，課題解決の 

意欲と能力を有し，地域経済の発展に寄与できる人材 

を育成すること。 

 

経 営 情 報 専 攻 

 経営及び組織の理論を学び，会計・情報処理の技能 

習得を通して，ビジネスを企画・管理する意欲と能力 

を有し，地域産業の発展に寄与できる人材を育成する 

こと。 

 

第 二 部 

 

（夜間課程） 

 

 

商 経 学 科 

 広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と 

運動を研究し，情報処理の技法習得を通して，柔軟な 

思考力と企画力，そして豊かな人間関係の構築力を 

有し，地域活性化のために活躍できる人材を育成する 

こと。 

 （修業年限及び在学年限） 
第４条 本学の修業年限は，第一部にあっては２年，第二部にあっては３年とする。 




